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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

本論文の内容は，Physical and Engineering Sciences in Medicine 誌に 2022 年に公開されている。 

本研究では肝細胞がんの治療戦略の決定に必要な腫瘍最大径の測定において、医師によるばらつ

きを排除するために肝細胞がんの領域を高精度に自動的に行うプログラムの開発を目的とした。 

最適な選択のために、低・高分化 HCC の領域抽出する 2 段階転移学習（TSTL: two step transfer 

learning）を構築することを目的とした。低・高分化 HCC は 3 相の造影 CT(computed tomography)画

像において画像特徴が異なっており別々に領域抽出することで精度を高めることができると仮定し

た。また、本研究では限られた医療資源の最大化と過学習を抑制する目的で事前学習モデルとして

肺がん抽出モデルを採用した。肺がん抽出モデルから低分化 HCC 抽出モデルを再学習し、さらに

高分化 HCC 抽出モデルを再学習し構築した。検証方法は、入れ子交差検証を用いて行い、ダイス係

数やハウスドルフ距離を用いて提案手法モデルの評価を行った。TSTL によって得られた３次元ダ

イス係数の平均値は 0.834（低分化型 HCC：0.849，高分化型 HCC：0.811）、95%ハウスドルフ距離

は 1.99 mm（低分化型 HCC：2.57 mm，高分化型 HCC：2.39 mm）であった．また抽出領域に対して

主成分分析を用いて、腫瘍最大径を算出し、参照データの HCC 腫瘍最大径と比較を行い、相関関係

がみられた。 

本研究の結果、提案手法は低・高分化肝細胞がんに対する正確な治療選択に繋がり、放射線診断医

の支援に有用な臨床上も大変重要な研究と考えられる。審査において調査委員が行った質問にも適

切な解答が得られており、調査委員の合議の結果、本論文は博士(保健学)の学位に値するものと認

める。 
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